
平成２２年度 豊能町立東能勢小学校 学校評価報告書（No.1） 

① 設 定

目標 

ア；【情報を伝える。説明する。】 

◎教育の方針や活動状況を児童・保護者・地域の人々に適切に伝える。 

◎学習評価を機会あるごとに見直し、児童の学習意欲・生活意欲の形成を促す。 

②
本
年
度
の
取
り
組

み
状
況 

○たより・通信（学校、学年、学級、保健、献立、図書館、防犯・防災、等）を発行した。 

○学校ＨＰに日頃の児童の様子、年間予定、手続き等を掲載した。 

○学校教育説明会、宿泊行事説明会、入学説明会、等を実施した。 

○通知表『あゆみ』の項目表記を検討し、改定した。家庭訪問・個人懇談等を併用し伝える。 

③
学
校
教
育
自
己
診
断
・授
業
評
価
等
定
量
的
評
価
及
び
定
性
的
自
己
評
価
内
容 

この紙面では「説明する、伝える」に関するアンケート項目の集計結果を検討します。（グラフの中

にアンケート文がタイトルとして表示してありますが、一行に納めるため簡略にしてあります。） 

（1-1）について H19から H22までを児童の回答（「Ａ；そう思う」と「Ｂ；ややそう思う」を加えたＡ+Ｂ）

で比べると、95％84％

81％86％となります。ま

た、保護者回答は 82％

84％92％86％となりま

す。昨年度は児童回答

で Yes（=A+B)が減り、保

護者回答で Yesが増え

ました。本年は元に戻っ

て全体的にはいくらかの

上昇傾向のように見えま

す。そうは言っても六分

の一ほどの皆様からは

No（＝C+D）との回答でしたから、「努力不足」と受け止めます。 

また、通知表については次のとおりです。 

通知表の項目表記を

改定しました。それを好

意的にとらえて下さった

のか、わずかにYesが増

えたようです。しかし、自

己診断アンケートの集計

結果からは「５人に一人

が不満」と読めます。家

庭訪問や個人懇談・電

話連絡なども活用しなが

ら、さらに丁寧な学習・

生活状況をお伝えしていきます。 

④
学
校
関
係
者
評

価
（
学
校
協
議
会

等
か
ら
の
提
言
） 

学校に関する様々な情報を分かりやすく、かつ適切に伝達、公開することはとても大切なことで

す。ホームページの活用や地域広報紙への掲載等、広く校区住民等に学校に関する情報提供を

する取り組みの工夫を行うことが大切だと思います。 

 



平成２２年度 豊能町立東能勢小学校 学校評価報告書（No.2） 

① 設 定

目標 

イ；【考えや思いを聞く。気持ちを受け止める】 

◎児童・保護者・地域の人々の願いや思いを、学校がしっかりと受け止める。 

◎「いじめ」への対応や困りごと・心配ごとの処理を迅速・的確に行う。 

②
本
年
度
の
取
り
組

み
状
況 

○家庭訪問、夏季休業中の個人懇談、授業参観・懇談会を実施した。 

○「生活アンケート」を活用し面談等を実施した。「いじめ」の根絶、集団意識の醸成に努めた。 

○授業研究会・参観の際に「授業アンケート」を実施し、授業の振り返りに活用した。 

○校内や小中合同の研修会にて、カウンセリング・マインドの強化に努めた。 

③
学
校
教
育
自
己
診
断
・授
業
評
価
等
定
量
的
評
価
及
び
定
性
的
自
己
評
価
内
容 

学校が、つまりは教職員が真摯に、児童・保護者・地域の皆様の声を聞こうとしていると感じます

か、という質問です。（グラフ内の質問文は No.1 と同様に簡略化しました。以下同様です。） 

H19から H22まで、児

童は 90％近くを推移し

ています。保護者回答

は H19,H20に 70％半ば

でしたが H21,H22 には

80％半ばで推移してい

ます。さらにカウンセリン

グ・マインドを鍛えます。 

次 に 示 す の は 、

「（3-1）悩みごと」「（3-2）

いじめ」などへの対応に

関して尋ねた結果で

す。 

「悩みごと」「いじめ」

の両グラフが、よく似た

形となりました。児童・

保護者とも H19から

H22 まで、ほぼ増減な

しです。教職員は H19

と H22が 90％半ばであ

り、H20 と H21が 70％

台です。つまり約 80％

です。大まかに言え

ば、児童・保護者は 3

割が不満を持ち、教員

は約 2割が不安を抱えていることになります。 

No.1の「伝える」よりも No.2の「聞く」が厳しい結果であることを重く受け止めます。 

④
学
校
関
係
者
評

価
（
学
校
協
議
会

等
か
ら
の
提
言
） 

子どもの悩みや思いを受け止めるためには、教職員の方々のカウンセリングマインドの向上ととも

に、中学校のスクールカウンセラーとの連携や、教育相談のシステム化をすることが大切だと思い

ます。 

 



平成２２年度 豊能町立東能勢小学校 学校評価報告書（No.3） 

① 設 定

目標 

ウ；【学習を組織する。学習・生活意欲を育てる。】 

◎意欲の向上を目指し、学習内容の基礎・基本を定着させる。 

◎児童の自己評価・授業評価、参観者の授業評価などの研究を進め活用する。 

②
本
年
度
の
取
り
組

み
状
況 

○加配教員を活用したＴＴ・分割授業（習熟度別授業も含む）を行う。 

○専科教員・中学校教員を活用した授業を実施する。 

○国・府の学力調査、校内の国・算「学力実態調査、授業アンケート、等を実施・活用する。 

○『書くこと』をテーマとして授業研究を重ね、児童・教員の自己評価による検証を行う。 

③
学
校
教
育
自
己
診
断
・授
業
評
価
等
定
量
的
評
価
及
び
定
性
的
自
己
評
価
内
容 

本年は学年団で指導する機会を増やしました。加配教員あればこそですが、日頃の授業を含め

て、なるべく複数名で対応しました。加配教員や専科教員・嘱託教員などが担当し児童の個別課題

に即した指導をめざしま

した。 

保護者には「尐人数

指導」という言葉を使い、

児童には「授業がよくわ

かる」と表現して尋ねまし

た。算数・国語とも約 9

割の Yesをいただきまし

た。 

教職員の昨年度集計

では国語の 64％が目立

ちました。手さぐり状態の

不安が数字の低調に現れました。本年は 86％です。自信が尐しずつ積み上がった結果と考えま

す。 

これで充分とは、とて

も言えません。さらに

『書くこと』を起点として、

すべての教科で「深く考

える児童」を育てるべく

研究を進めます。それ

を生活意欲の向上に反

映させます。 

④
学
校
関
係
者
評

価
（
学
校
協
議
会
等

か
ら
の
提
言
） 

○子どもの学習意欲や生活意欲を育てるためには、学校全体として子どもの発達段階や学力、能

力に即した適切な指導をもとに、子ども自身のモチベーションをいかに高めるかにかかっていま

す。 

○補充的に学習、発展的な学習等、子ども一人ひとりに見合った指導が適切に行われることが大

切です。 

 


